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第一回 “日本人”とは？
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第一節 多地域進化説とアフリカ起源説





Ｑ
現
生
人
類
に
見
ら
れ
る
白
人
、
黒
人
、

黄
色
人
種
な
ど
の
違
い
は
、
な
ぜ
生
じ

た
の
か
？

①

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
は
ネ
ア
ン
デ

ル
タ
ー
ル
人
か
ら
、
ア
ジ
ア
の
黄

色
人
種
は
北
京
原
人
か
ら
と
、
そ

れ
ぞ
れ
ル
ー
ツ
が
異
な
る
た
め

（
多
地
域
進
化
説
）

②

ル
ー
ツ
は
同
じ
だ
が
、
移
動
先
の

自
然
環
境
に
適
応
し
た
た
め
（
ア

フ
リ
カ
単
一
起
源
説
）



多
地
域
進
化
説

〔
解
説
〕

一
八
〇
万
年
ほ
ど
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
た

原
人
が
各
地
に
拡
散
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で

独
自
の
進
化
を
遂
げ
て
新
人
に
な
っ
た
と
す

る
説
。



ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説

〔
解
説
〕

二
〇
万
年
ほ
ど
前
に
ア
フ
リ
カ
で
旧
人
か

ら
進
化
し
た
新
人
が
、
約
6
万
年
前
か
ら
各

地
に
拡
散
し
て
、
原
人
に
取
っ
て
代
わ
っ
た

と
す
る
説
。



ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説

〔
解
説
〕

一
九
八
七
年
、
分
子
人
類
学
者
の
ア
ラ

ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン( A

llan
 C

. W
ilso

n
)

と
レ

ベ
ッ
カ
・
キ
ャ
ン( R

eb
ecca L

. C
an

n
)

ら
は
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
誌
に
「
現
代
人
は
約
二
〇
万
年

前
に
誕
生
し
た
ア
フ
リ
カ
女
性
を
共
通
の
祖

先
に
持
つ
」
と
い
う
説(

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
・

イ
ブ
仮
説

M
ito

ch
o
n
d
rial E

v
e

h
y
p
o
th

esis)

を
発
表
し
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。



NHKスペシャル「驚異の小宇宙・人体Ⅲ遺伝子」

第三集 日本人のルーツを探れ



ミトコンドリア



ミトコンドリア

Ｑ
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
研
究

に
は
、
一
つ
の
限
界
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
何
か
？

①

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
父
か
ら

子
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
父
系
の

遺
伝
し
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
ら

②

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
母
か
ら

子
に
し
か
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
母
系
の

遺
伝
し
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
か
ら



ぼくの役目は精子を卵
子に届けること。卵子
には入れません（涙）

ミトコンドリアは卵子と精子の両方にあるが‥



NHKスペシャル「驚異の小宇宙・人体Ⅲ遺伝子」

第三集 日本人のルーツを探れ





ミトコンドリア細胞核

細
胞
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
読

〔
解
説
〕

Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
だ
け
で
な

く
、
細
胞
核
内
に
も
存
在
す
る
。
ペ
ー
ボ
博

士
は
そ
の
後
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
細

胞
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
読
に
も
成
功
し
た
。



Ｑ
ペ
ー
ボ
博
士
は
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
解
読
に
よ
っ
て
、
現
生
人
類
は

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
を
受

け
継
い
で
い
な
い
と
の
説
を
出
し
た
が
、

そ
の
後
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
細
胞

核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
読
に
よ
っ
て
、
こ
の
説

は
ど
う
な
っ
た
か
？

①
前
説
が
訂
正
さ
れ
、
現
生
人
類
が
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
を
一

部
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

②
前
説
が
補
強
さ
れ
、
現
生
人
類
が
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
を
持

た
な
い
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。



現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

〔
解
説
〕

ペ
ー
ボ
博
士
は
、
二
〇
〇
九
年
ネ
ア
ン

デ
ル
タ
ー
ル
人
の
細
胞
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
読

に
よ
っ
て
、
前
説
を
訂
正
し
た
。

し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
が
否

定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ア
フ
リ

カ
人
を
除
く
す
べ
て
の
現
生
人
類
は
、
ネ

ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
遺
伝
子
を
持
つ
が
、

そ
の
割
合
は
平
均
2
％
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

スヴァンテ・ペーボ(Svante Pääbo)



現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

数
十
年
に
わ
た
っ
て
議
論
さ
れ
て
き
た
、

人
類
の
起
源
に
ま
つ
わ
る
重
大
な
謎
を
解

く
証
拠
を
、
わ
た
し
た
ち
は
手
に
し
た
の

だ
。
そ
し
て
そ
の
答
え
は
予
想
外
の
も
の

だ
っ
た
。‥

‥

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は

完
全
に
絶
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
現
代
の
人
々
の
中
に
生
き
て

い
る
の
だ
。

ス
ヴ
ァ
ン
テ
・
ペ
ー
ボ
著
、
野
中
香
方
子
訳

『
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
私
た
ち
と
交
配
し
た
』

(

文
藝
春
秋
二
〇
一
五
年)

二
六
四
頁



現
生
人
類
と
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人

そ
の
時
、
わ
た
し
は
気
づ
い
た
。
現
生

人
類
の
矢
印
は
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
出
て
ま

ず
中
東
を
通
過
す
る
。
そ
こ
で
、
現
生
人

類
は
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
出
会
っ
た

の
だ
。
彼
ら
が
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と

交
配
し
、
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
の
外
の
全

人
類
の
祖
先
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
ア

フ
リ
カ
の
外
の
人
は
皆
、
ほ
ぼ
同
じ
量
の

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。

ス
ヴ
ァ
ン
テ
・
ペ
ー
ボ

『
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
私
た
ち
と
交
配
し
た
』

(

文
藝
春
秋
、
二
〇
一
五
年)

二
六
五
頁

スヴァンテ・ペーボ(Svante Pääbo)



Ｑ
現
生
人
類
の
ル
ー
ツ
が
同
じ
だ
と
す
れ

ば
、
白
人
や
黄
色
人
種
、
黒
人
な
ど
の

違
い
な
ど
は
、
な
ぜ
生
じ
た
の
か
？



「
人
種
」
と
は
？

〔
解
説
〕

肌
の
色
な
ど
の
特
徴
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
生
じ
た
も
の
な
の
か
。

人
類
学
者
の
尾
本
惠
市
は
『
分
子
人
類

学
と
日
本
人
の
起
源
』(

裳
華
房
、
一
九
九

六
年
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。



「
人
種
」
と
は
？

皮
膚
の
色
、
頭
の
形
、
鼻
の
形
、
毛
髪

の
形
な
ど
（
中
略
）
は
「
人
種
表
徴
」
と

呼
ば
れ
、
地
理
的
に
大
き
な
変
異
を
も
つ

た
め
、
ヒ
ト
を
分
類
す
る
の
に
便
利
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
の
大
部
分
は
、

実
は
気
候
な
ど
の
環
境
条
件
に
対
す
る

「
適
応
形
質
」
と
考
え
ら
れ
、
ヒ
ト
の
系

統
を
直
接
的
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



「
人
種
」
と
は
？

た
と
え
ば
、
皮
膚
の
色
は
、
皮
膚
の
表

層
に
あ
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
量
の
多
少
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
が
、
こ
の
色
素
は
太
陽

光
線
中
の
紫
外
線
か
ら
身
体
内
部
を
保
護

す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

熱
帯
地
方
の
人
々
で
は
、
長
年
の
適
応

に
よ
り
こ
の
色
素
が
多
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
皮
膚
の
色
が
濃
い
の
で
す
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



「
人
種
」
と
は
？

逆
に
、
北
欧
な
ど
に
は
極
端
に
メ
ラ
ニ

ン
色
素
の
少
な
い
人
々
が
生
活
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

約
二
万
年
前
の
氷
河
期
の
最
盛
期
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
は
現
在
の
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
の
よ
う
に
厚
い
氷
に
閉
ざ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
、
ク
ロ
マ
ニ
ョ
ン
人

の
末
裔
た
ち
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南
部

や
東
南
部
に
い
ま
し
た
が
、
か
れ
ら
の
皮

膚
の
色
は
ま
だ
浅
黒
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



「
人
種
」
と
は
？

氷
河
期
が
終
わ
り
、
後
氷
期
と
呼
ば
れ

る
約
一
万
五
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
か
ら
、

人
々
は
北
へ
向
か
い
ま
す
。

現
在
の
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
の
こ
の
頃
の

気
候
は
、
氷
河
の
と
け
る
水
分
の
蒸
発
に

よ
り
曇
り
空
が
多
く
、
太
陽
の
光
は
弱

か
っ
た
よ
う
で
す
。
も
と
も
と
、
過
剰
な

紫
外
線
か
ら
身
体
を
守
る
た
め
の
メ
ラ
ニ

ン
色
素
の
厚
い
層
は
不
要
に
な
っ
た
ば
か

り
か
、
困
っ
た
こ
と
も
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



Ｑ
人
類
が
北
方
に
移
動
し
た
結
果
、
肌

の
色
が
濃
い
、
す
な
わ
ち
メ
ラ
ニ
ン

色
素
が
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た

問
題
と
は
何
か
？

①

冬
の
寒
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
凍
死
す

る
者
が
増
え
た

②

栄
養
不
足
の
た
め
に
病
気
に
な
る
子

供
が
増
え
た



「
人
種
」
と
は
？

そ
れ
は
、
紫
外
線
の
作
用
に
よ
っ
て
皮

膚
の
下
の
毛
細
血
管
で
作
ら
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
不
足
し
て
き
た
こ
と
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
子

ど
も
の
骨
の
発
育
に
必
要
で
、
不
足
す
る

と
「
く
る
病
」
に
な
り
ま
す
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



「
人
種
」
と
は
？

こ
う
な
る
と
、
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
産
生

に
あ
ず
か
る
遺
伝
子
に
た
ま
た
ま
突
然
変

異
が
起
き
た
た
め
に
皮
膚
の
色
が
う
す
く

な
っ
た
個
人
は
有
利
と
な
り
、
よ
り
多
く

の
子
孫
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
北
欧
に
は

色
白
で
ブ
ロ
ン
ド
の
毛
髪
を
も
つ
人
が
多

く
な
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起
源
』

(

裳
華
房
、
一
九
九
六
年
）



Ｑ
実
際
、
今
日
で
も
環
境
へ
の
不
適
応
が

深
刻
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
国

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
こ
か
？

①
中
国

②
韓
国

③
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア



人
の
移
動
と
自
然
淘
汰

世
界
で
一
番
皮
膚
が
ん
の
発
生
頻
度
の

高
い
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＊

で
あ
る
。

元
々
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移
民
が
建
国
し
た

こ
の
国
は
、
原
住
民
で
あ
る
ア
ボ
リ
ジ
ー

と
、
近
年
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
を
除
け
ば

白
人
が
主
で
あ
り
、
し
か
も
特
に
色
素
の

少
な
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
の
人
が
多
い
。

武
部
啓
『
が
ん
は
な
ぜ
で
き
る
か
』

（
裳
華
房
、
一
九
九
一
年
）オーストラリアの先住民

アボリジニの子供たち



人
の
移
動
と
自
然
淘
汰

大
都
市
は
南
部
に
集
中
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
で
比
較
的
赤
道
に
近
い
ブ
リ
ス

ベ
ー
ン(
人
口
約
百
万
人
、
南
緯
十
九
度
）

で
は
、
人
口
十
万
人
当
た
り
、
年
間
約
五

百
人
の
皮
膚
が
ん
患
者
が
発
生
す
る
。
日

本
で
は
五
人
以
下
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
百

倍
以
上
も
高
率
で
あ
る
。

武
部
啓
『
が
ん
は
な
ぜ
で
き
る
か
』

（
裳
華
房
、
一
九
九
一
年
）オーストラリアの先住民

アボリジニの子供たち





第二節 北京原人と現代中国人



北
京
原
人
は
ア
ジ
ア
人
の
ル
ー
ツ
か
？

〔
解
説
〕

一
九
二
〇
年
代
、
北
京
の
南
西
に
あ
る

周
口
店
近
く
の
石
灰
岩
洞
窟
か
ら
、
五
十

万
年
ほ
ど
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
原
人
の

骨
が
発
見
さ
れ
た
。
北
京
原
人( H

o
m

o
 

erectu
s p

ek
in

en
sis)

で
あ
る
。

一
九
四
一
年
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に

よ
る
混
乱
の
中
、
こ
れ
ら
の
骨
は
紛
失
し

た
が
、
中
国
に
は
い
ま
も
こ
の
北
京
原
人

が
自
ら
の
ル
ー
ツ
だ
と
考
え
る
人
が
い
る
。



NHK「人類遥かな旅路Ⅱ アジア人はどこから来たか」



Ｑ
あ
な
た
は
私
た
ち
ア
ジ
ア
人
の
ル
ー
ツ

は
北
京
原
人
で
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

①
黄
色
人
種
は
、
白
人
や
黒
人
と
は
外

見
が
違
う
の
で
、
北
京
原
人
の
よ
う

な
独
自
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
と
思
う

②
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
が
説
く
よ
う

に
、
現
生
人
類
の
ル
ー
ツ
は
共
通
で

あ
り
、
北
京
原
人
の
よ
う
な
独
自
の

ル
ー
ツ
を
持
つ
と
は
思
わ
な
い



NHK「人類遥かな旅路Ⅱ アジア人はどこから来たか」



反証

中
国
人
の
ル
ー
ツ
を
探
る

〔
解
説
〕

金
力
教
授
は
、
細
胞
核
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
比
較
に

よ
っ
て
、
中
国
人
が
他
の
地
域
と
は
異
な
る

ル
ー
ツ
を
持
つ
こ
と
＝
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源

説
へ
の
反
証
実
験
を
行
っ
た
。



Ｑ
ア
フ
リ
カ
単
一
起
源
説
の
反
証
と
な
る

中
国
に
独
自
の
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
は
見

つ
か
っ
た
か
？

①

見
つ
か
っ
た

②

見
つ
か
ら
な
か
っ
た



NHK「人類遥かな旅路Ⅱ アジア人はどこから来たか」



第三節 「日本人」とは？



Ｑ
あ
な
た
中
国
人
と
韓
国
人
、
日
本
人
の

間
に
、
明
ら
か
な
外
見
上
の
違
い
が
あ

る
と
思
い
ま
す
か
？

①

思
う

②

思
わ
な
い



Ｑ
ど
ち
ら
の
女
性
が
、
日
本
人
で
し
ょ

う
か
？

A B



A 韓国の俳優
한지민（ハン・ジミン 1982～）

B 中国の俳優
江一燕（1983～）



NHKスペシャル「驚異の小宇宙・人体Ⅲ遺伝子」

第三集 日本人のルーツを探れ



「全ゲノム解析法を用いた縄文人と渡来系弥生人の関係の解明」
（研究代表者：篠田謙一、独立行政法人国立科学博物館 2018年）

縄文人・弥生人と現代の日本および東アジア諸民族の遺伝的距離



ま
と
め

二
〇
万
年
ほ
ど
前
、
ア
フ
リ
カ
で
旧
人

か
ら
進
化
し
た
私
た
ち
の
祖
先
は
、
約
6

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
旅
立
ち
、
世
界
各

地
の
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
、
白
人
、
黄

色
人
種
な
ど
の
形
質
を
備
え
て
い
っ
た
。

一
万
二
千
年
前
、
日
本
列
島
に
到
達
し

祖
先
た
ち
は
、
縄
文
文
化
を
生
み
出
し
、

さ
ら
に
四
千
年
前
か
ら
大
陸
や
朝
鮮
半
島

か
ら
か
ら
渡
来
し
た
祖
先
た
ち
と
混
血
を

重
ね
、
日
本
語
を
主
要
な
民
族
語
と
す
る

「
日
本
人
」
を
形
成
し
た
。

こ
の
講
義
で
は
、
こ
う
し
て
誕
生
し
た

「
日
本
人
」
が
、
隣
国
で
あ
る
中
国
や
朝

鮮
半
島
の
人
々
と
ど
の
よ
う
な
交
流
を
も

ち
、
ま
た
正
負
両
面
の
交
流
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
対
日
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
き
た

の
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。



参
考
文
献

•

尾
本
惠
市
『
分
子
人
類
学
と
日
本
人
の
起

源
』(

裳
華
房
一
九
九
六
年
）

•

ス
ヴ
ァ
ン
テ

ペ
ー
ボ
著
・
野
中

香
方
子

訳
『
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
は
私
た
ち
と

交
配
し
た
』(

文
藝
春
秋
二
〇
一
五
年)

映
像
資
料

•

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
驚
異
の
小
宇
宙
・

人
体
３

遺
伝
子

第
三
集

日
本
人
の
ル
ー

ツ
を
探
れ
」

•

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
人
類
遥
か
な
旅
路
２

ア
ジ
ア

人
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
」



成績評価の方法と基準

①リアクションペーパー（８０％）

各回の授業で学んだ内容を簡単にまとめた上で、あなた

の意見や感想を書いてください。

②期末レポート（２０％）

この授業で取り上げたテーマに関連する書籍や論文を一

つを読み、その内容をまとめた上で、あなたの意見や感想

を書いてください（2000字以上）。


